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研究の 意義

　大震時などの大規模な災害 に お い ては行政側の対応 には 隈界がある の で
， 被害を軽減 し迅

速 な復旧 を行うため に は
， 災害時の ボ ラン テ ィ ァの 活躍 に期待する と こ ろが 大 きい ，1990年

11月に噴火 して以来 ，
2年以上 に渡 っ て活発な活動を続けて い る雲仙普賢岳の 噴火災害に お

い て も， 多くの ボ ラン テ ィ アが 活躍 してい る．本研 究は
，

この 様なボラン テ ィ ア活動の 実態

を把握する とと もに ，そ の 問題点 を抽出 し， 今後の 防災ボ ラ ン テ ィ ア活動の育成の ため の課

題 に つ い て検討する もの で あ り， 都市の 防災力向上 に直接寄与する もの と考えられる ．

研究の 概要

　まず， 新聞報道記事を通 して 雲仙普賢岳噴火災害に お けるボ ラ ン テ ィァ活動の概要 を明 ら

か に した．つ ぎに ， 雲仙普賢岳噴火災害にお け る ボ ラ ン テ ィ ア活動の 実態 を把握する ため

に
， 島原市お よび深江 町にお い て現地調査を行 っ た． こ こで は ， 主 として被災地ない しはそ

の 周辺 に 住む人達 の ボ ラ ン テ ィ ア活動に関する情報を収集 した．その結果 ，
こ れ まで に奉仕

活動を した こ との な い 人た ちが初め てボ ラ ン テ ィ ァ活動 に取 り紐んだ例が多 く見 られ た．さ

らに ， 被災地以外の遠方か らボラ ン テ ィ ァ活動に参加 した人 を対象に にア ン ケ
ー ト調査 を実

施 し， 彼 らか ら見た問題点や今後の課題 につ い て 明 らか に した．
’
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膿

　1989年にサ ン フ ラ ン シス コ を襲 っ た ロ マ ・プリエ タ地震で は ， 被災直後か ら
一般市民か ら

なる ボラ ン テ ィ ア の活躍で
， 復旧 ・救援活動が大い に はか ど っ た．大震時などの大規模 な災

害に おい て は行政側の対応 には限界があ るの で
， 被害を軽減 し迅速な復旧を行 うため には ，

災害時の ボ ラ ン テ ィ アの 活躍 に期待す る とこ ろが大きい ． わが 国に お い て は ， 水防団や自警

団な ど地興 会にお ける防災ボ ラ ンテ ィ ア活動は従来か ら見られ た ものの ，

一般市民に よる

防災ポラ ン ディ ア活動の歴 史は極めて浅い ． しか し，
1990年11月 に噴火 して 以来 ，

、2年以上

に渡 っ て 活発 な 活動 を績けて い る雲仙普賢岳の噴火災害に お い て は ， 多くの ボラン ティ アの

活躍が マ ス コ ミに取 り上げ られて い る ． そこ で本研究では ， 島原市お よび深江町におい て現

地調査を行 い
，

雲仙普賢岳噴火災害 に おけるボラ ン テ ィ ア活動の 実態を把握する とと もに
，

ボ ラ ン テ ィ ア と して 活動 した人 々 に ア ン ケ ー ト調査を実施 し
， 防災ボ ラ ン テ ィ ア活動にお け

る問題点 を抽出 し ， 今後の 災害時の ボ ラ ン テ ィ アの 活用の ため の 方策につ い て検討する ．

2，ボ
ー

ン
ー
　 ア

’
　 に 　 　る

現地調査 に先立 ち ， 地元の 長崎新聞を取 り上げ， 災害時の ボラ ン テ ィ ア活動に 関する記事

を整理 し
， 考察を行う．なお こ こ で は

， 大規模火砕流 に よ っ て多 くの犠牲者 を出 した 1991年

6 月 3 日か ら現地調査を行 う前まで の 同年9 月18日 まで の 記事を対象 とする ．

　記事数の経時変化を図 1 に示す．対象 と した期間における記事数は 83件で あ っ た．同図に

お い て ， 6月20 日すぎか らボラ ンテ ィ ァ に関する記事数が多 くな っ て い るの は，
6月20日か

ら島原 市と深江町の 小 ， 中学校 と
， 島原市内の 高校 が例年 よ り早 く夏休み とな っ た た め ，

小， 中 ， 高校生を対象 とした活動が活発化 したこ と
， また

，
7月後半か らはボ ラ ン テ ィ ァ を

行 う側の 大学生な どが夏休み に入 り， 活動 し易 くな っ た た め と考え られ る．

　つ ぎに ，
ボ ラ ン テ ィア活動 の 内容を分類 した もの が

， 図 2 であ る， こ こで は
， 義援金 ， 救

援物資， 奉仕活動，
イベ ン トの 4 つ に大 きく分類 して い る．チ ャ リテ ィ コ ン サ ー トなどは イ

ベ ン ト と義援金 の両方に カ ウ ン トされ て お り， 励ましの 手紙な どこ の 4 つ の分類に入らな い

もの は こ の 図 に は カ ウン トさ れ て い ない の で
， 総数は図 1 とは

一致しない ．なお ， 奉仕活動

に関する もの としては ， 避難住民 に対する マ ッ サ
ージ

， 無料の家庭教師， 健康相談や
， 救援

物資の 仕分 け作業 ， 清掃活動，
な どが ある ， 同図に よれば ，

チ ャ リテ ィ コ ンサ
ー トをは じめ

とする イ ベ ン トがか な り多 く行わ れ た こ とが分か る．

　 　 6．3−6．10
　 　 6．11 −620
　 　 6．2｛の6．30
　 　 7．1．7．10
1：1　　7．11−7．20
　 　 7．21．7．31
　 　 8．1B ．10
皿 　　　8曾11國8．20
　 　 8．21−8。30
　 　 9．1，9．10
　 　 9．11・9。¶80

10 20 30

件　　数

図 1　ボラ ン テ ィ ア活動に関す る新聞記事数の 経時変化 （長崎新聞朝刊お よび夕刊）
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図2　新聞記事に見 られ る ボラ ン テ ィ ア活動 の 内容 （長崎新聞朝刊お よ び夕刊）

3。61％

2L69％

SA3％

　　　　　■ 畠原市 ． 深江町

　　　　　國 島原半島

　　　　　圜 長商県

　　　　　圀 九州

1928 ％ 　　 口 全国

　　　　　 圏 外團

26．Sl％

図 3　新聞報道に よるボ ラ ン テ ィ ア団体の 所在地

　図 3 は ， 記事の対象 とな っ た個人 ， ある い は団体の 所属 して い る地域を示 して い る．島原

半島 とい うの は ， 島原市， 深江町を除 く島原半島の 近隣町村， 長崎県は
， 島原半島を除 く県

内の 市町村を
， それ ぞれ表わ して い る．九州 ， 全国に つ い て も同様で ある． 同図に よれば

，

被災地 に おける 自衛的ボラ ン テ ィア活動の み な らず ， 近隣地域や全国の 非被災地か らの 非自

衛的活動 も活発に行われて い た こ とが わかる．なお ， 外国とい うの は ， 韓国の 小学生か らの

励 ましの絵の 贈物 と
， 歌手の キ ム ・ヨ ン ジ ャの チ ャ リテ ィ コ ン サ

ー
トで ある ．

　新聞報道 か ら， 今回の 火山災害における ボ ラ ン テ ィ ァ活動の概略 を知る こ とがで きた． し

か し， 火山活動が活発な ときは火山活動に関する記事に集中し
，

ボラ ンテ ィ ア活動に関する

記事が あ ま り報道 され な い とい う
一
種の 偏 りが見 られ る の で

， 注意を要する ．

3，　 55地に お るボ ラ ンテ 　ア
こ
　 の

1991 年9月30日か ら10月4日の 5日間にわ た り， 島原 布 および深江町に お い て現地調査 を実

施 した ．お もに新聞で報道 され て い た ボラ ン テ ィ ア組織 を中心に ， 関係者へ の 活動状況の 聞

き取 りと，活動関連資料の 収集 を行 っ た ．

　ポラ ン テ ィ ァ活動 の 受け入 れ窓口 は ， 行政機閼で は な く， 地元有志か らなる雲仙岳災害ボ
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■ 島原市， 深江町

圀 島原半島

團 長崎県

圀 九州

口 東京都

図 4　雲仙 岳災害ボラ ン テ ィ ア協議会登録団体の 所在地
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図 5　雲仙 岳災害ボラ ン テ ィ ア協議会登録団体の 平常時の 活動内容

ラ ン テ ィ ァ協議会で ある． こ の 協議会に は
，

主 に地元 お よび近隣地域 の各種団体が 登録 して

い るが
， 発足の経緯は以下の よ うであ っ た，すなわ ち ， 3年前か ら島原半島の 1市16町の 町

興 し
， 村興 し団体の代表が集ま っ て十七会とい うグル ープを作っ てい たが

，
1991年 6 月 3 日

の 大規模火砕流が発生した翌々 日に ，
こ の グル ープを中心に

， 他の地元の 団体も含め て協識

会が発足 した． この 協議会は
， 奉仕活動に関するボ ラ ン テ ィ ァの 窓口で あり， 義援金 や救援

物資につ い て は島原 市役所 と深江町役場が取 り扱 っ て い る，今回の災害にお い て は
，

こ の 協

議会 を通 して奉仕活動に従事 した人 の 数だ けで も2
，
000 人を越 えてい る ．本研究で は義援

金 ， 救援物資に つ い て は対象とせ ず ， イベ ン トを含んだ奉仕活動 に つ い て考察を進め る．

　まず， 雲仙岳災害ボラ ン テ ィ ァ協議会 に登録され て い る40の 団体に つ い て 見 る．図 4 は
，

ボ ラ ン テ ィ ア 団体の 事務局の ある地域の 内訳 を示 して い る．同図よ り， 被災地お よ びそ の 近

隣地域の 団体が非常 に多 い が ， 東京か らも応援に駆けつ けて い るこ とが分 か る．ちなみ に東

京の 2 団体 とは ， 従来よ り国際救援活動 を行 っ て い る ボラ ン テ ィ ア組織で ある アガペ ・ハ ウ

ス イ ン ターナシ ョ ナ ル と， 今回の災害の た め に組織 した とい う雲仙 ・普賢岳災害救援物資民

問輸送隊 の 2 つ で ある．

　図 5 は ， ボ ラ ン テ ィ ア 団体を平常時 における活動内容に よ っ て分類 した もの で ある ．こ の

中で
， 各種団体 とは 日頃か らボ ラ ン テ ィ ァ活動を含め た社会活動 を組織的に行 っ て い る グ
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ル ープで あ り， 例 えば
， 日本赤十字社長崎県支部や ロ ーターア ク F

， 青年団， 青年会議所な

どである． また ， 地元文化グル ープとは地元の太鼓保存会とか， 歴史を探 る会などである．

したが っ て ， 各種団体と宗教団体は
， 日頃か らボ ラ ンテ ィ ア活動をある程度組織的に行っ て

い た グル
ープ と見なすこ と もで きる．雲仙岳災害ボ ラ ン テ ィ ア協議会の発足の経緯か らも分

か るが
， 今 回の災害にお い て は ，

これ まで にボラ ン テ ィ ア活動の経験の な か っ た地元の村興

しグ ル ープの 活躍 の顕著で あ っ た こ とを同図 は示唆して い る とい えよう． また この他に
， 新

聞報道で見 られた よ うな ， 雲仙岳災害ボ ラ ンテ ィ ア協議会に登録してい ない 近隣地域の婦人

会や ， 遠方か らの 個人が活動 を行 っ たケ ー
ス も数多く見 られ た．

4．　 Sls地甓 か らの ボラ ン テ ア に ・ るア ン ー ト
『

査

　1992年秋 に
， 被災地以外 か ら応援に駆けつ けたボ ラ ン テ ィ ア に対 して ア ン ケ ー ト調査を実

施 した．彼 らの 人数を把握で きな か っ たの で
， 現地調査を通 して連絡先の 明らかにな っ た人

の み に つ い て郵送 にて ア ン ケ ー ト調査を行 っ た ．47通配布 して27通の 回答が寄せ られたの

で
， 回答率は57％で ある ．

　図6 は回答者の餬 Uを， 図 7 は年齢構成 を
， 図 8は職業をそれぞ れ表わ して い る．今回の

調査は被災地以外か らボラ ンテ ィ ア活動に参加 した人 の 中の 限 られた人 に対 して行 っ た もの

であるが
， 高校生を含む 学生が多 くを占め て い る点な どは

，
ボ ラ ン テ ィ ァ全体に当て はまる

特徴だ と考え られ る ．

　図 9 に
， 被災地で の 活動内容を示す．救援物資の　　　　　

1’41es

仕分け作業が 最も多 く， 次い で イベ ン トの 企画 ， 実

施 とな っ て い る． こ れ も新聞報道や現地調査 で得 ら

れ た結果 と一
致 して お り， ア ン ケ ー ト調査で は

，
こ

の 2 つ の 活動が 全体 の 60％ 以 上 を 占め て い る． ま

た ， 参加 した述べ 日数 は，図 10 に示すよ うに 2 〜

3 日 まで が約半数 と最 も多 く， 次い で 1週間程度 と

な っ て い る ，

　今回の ボ ラ ン テ ィ ア活動に おい て90％近 くの 人が
gasgSb

■ 男

圀 女

図 6　 回答者の 性別
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図 7　 回答者の 年齢構成
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33＄　　■ 大学生，短大生 ． 耳門学校生

　　　 圈 高校生

　　　 圏 自営篥

　　　 囮 教員

　　　 □ 会社員

　　　 団 公務員

　　　 目 無職

　　　 團 その他

11。n傷

図8　 回答者の 職業

8．93腸

　　　 ■ 救援物資の仕分 け作業

　　　 囲 イベ ン トの企面 ， 霙施
S7ses

　 圜 物資運搬 などの 世話活動

　　　 圀 披災者 へ の 世話活動

　　　 口 清掃

　　　 腰 障害物の除去

　　　 目 情報の収第 ． 伝達

　　　 國 資機材の提供

　　　 図 その他
　 　 　 　 　 鷭

，図登 被災地で の 活動内容
　 ；照 諺

10．71eq　二57る

35

7．14鮎

32．

　　　 ■

4z86ee　 囮

　　　 圜

　　　 圀

　　　 口

　　　 図

1 日

2 − 3日

1週間程度
2遁問程度

1 ヵ月程 度
2 ヵ月以上

SU　10 　 ボ ラ ン テ ィ ア活動 に参加 した延べ 日数

被災地で なん らか の便宜を受けてお り， その 内容は図 11 に示すよ うに ， 約半数が宿泊場所

の提供で あ り， 情報 の提供 ， 食料の 提供が こ れ に続い て い る．雲仙岳災書ボ ラ ン テ ィ ア協議

会で は宿 泊場所 の提供を行 っ て お り， 今回の調査の対象が主に雲仙岳災害ボラ ンテ ィ ア協議

会を通 して ボ ラ ン テ ィ ァ活動 に従事 した 人で あ っ たの で
，

こ の様な結果にな っ た もの と思わ

れ る． しか し， 便宜 を受けた機関は
， 図 12 に示す よ うに

， 被災地の ポ ラ ンテ ィ ァ団体ばか
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　　　 層 宿泊場所の 提供
512ss

　 岡 情報の提供

　　　 圜 食料の提供

　　　 圀 資機材の提供

　　　　囗 その 他

図 11 　 被災地で 受けた便宜の 内容

邸 脇 3．03％

Iz12gs

15．15e

　　　 ■ 被災地 の ボ ラ ン テ ィ ア団体

　　　 圀 島原市役所

　　　 團 被災地以 外の ボラ ン テ ィ ア団体
SCSS％　囮 深江町役場

　　　 ロ 被災地の町内会 ， 婦人会 ， 青年団な ど

　　　 図 その他

図 12 　被災地で 便 宜 を受け た機関

　 　 5．06％s．oeee

63

＆86％

11．39％

12，66％ 置3．n ％

　　　 ■ 受け 入 れ窓 口 の 整備　 　　　　　　、

　　　 圀 防災ボ ラ ンテ ィ ア 活動に 必要な知職や技術の普及

　　　 圜 ボ ラ ン テ ィ ア休暇制度の確立

　　　 國 実費負担制度の 確立

　　　 口 現場での指揮命令系統の整備

Is．lg％　囲 被災地に おける宿泊場所の提供

　　　 目 補償制度の確立

　　　 圜 被災地に お ける食料の提供

　　　 口 その他

図 13 　今後 どの よ うな対策を整備 して い く必要がある か

りで はな く， 市役所や 町役場 か らも20％ 以上 の 人が便宜 を受けて い る． そこ で t 行政と して

防災ボ ラ ン テ ィ アの育成 をはか っ て行 くべ きか を尋ね た とこ ろ ， 75％以上の 人が賛意を示 し

たが
， 残 りの 人 は

， 自主性 ， 主体性が尊重 されなけれ ばな らない の で
， 行政 は い た ずらに介

入すべ きで は な い との 答で あ っ た ． また
， 今後 ， 防災ボ ラ ン テ ィ ア活動を推進 する た めに

は
，

図 13 に示すよ うに多 くの 課題を解決 して 行か なけれ ば な らな い こ とも明 らか とな っ
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た．すなわち ， 今回は地元 の 町興 し
， 村興 し団体が 中心とな り結成 された雲仙岳災害ボ ラ ン

テ ィア協議会 の よ うな受け入 れ窓口 の整備を始め とし
， 防災ボラ ンテ ィ ァ活動に 関する 技術

や知識の啓蒙活動が急務の 課題 と して考え られて い る．また
一
方で は

，
ポ ラ ン テ ィ ァの 人達

の 負担を少 しで も軽 くする た めの 休暇制度や実費負担制度 ， 、補償制度の確立 や
， 被災地 にお

ける宿 泊場所 や食料の提供な ども整備 して行かな けれ ば な らな い 踝題 で あ ろ う．

5． ま とめ

今回の 噴火災書にお い て は ， ポラ ン テ ィ ァの 活躍が マ ス コ ミで も大きく取 り上げ られ
， 全

国か ら注目を集めた． しか し
一
方で は ， 長期化する災害の 中で ，

い くつ かの問題点 も明か と

な っ て きた ． まず第 1 に
， 救援物資の 仕分け作業に多 くの 労力が割かれ ， 被災者の方に直接

的な奉仕活動をあま り行えなか っ た とい う点である ， これ は
， 救援物資が集中豪雨的に全国

から送られて きたこ との他に ， 品物の種類が偏 っ た り， あ ま り必要 とされない もの に対 して

も仕分けを しなければな らなか っ た り，
と送 り方に問題の ある場合も少な くなか っ た ようで

ある ．
’

　第 2 に ， 行政機関との 役割分担の 問題が挙げられる ， 今回は
， 救援物資の 仕分け作業を行

政機関の 指導の 下で 行 っ て い る． しか し， 危険を伴 う作業などの
， 事故が起 こ っ た場合の 補

償の問題 とも絡んで
， 行政 との 連携は十分に行えな い 状況．にある． したが っ て

， 現状で は ボ

ラ ン テ ィ ア活動は行政 とは全 く独立 して存在 して い る形とな っ て い る ．この ことが
， 行政 か

らの 連絡 の遅れなど とな っ て現れ
，

応急対応の 遅れ に結び付 い て いる部分 も見られ る． ま

た ， 災害時の ボラ ン テ ィ ア 活動の経験の な い 人たち ばか りの 集ま りで ある こ とか ら， 応急対

応 に手 間取る こ ともあ っ た よ うで ある ．

　第 3 に
， 今回の 災害が こ れ まで の 地震災害や風水害 と大 きく異な り， 非常 に長期化 して い

る こ とに よる問題点 も明 らか にな っ て きて い る．すな わち， い つ 終息するか わか らない の で

計画的な活動 を行えな か っ た とい う点で ある．活動資金の不足 と相 まっ て活動を中止 しなけ

れば な らな くな っ たケース も少なか らず見 られた．　　　
・
：
’
”

　今後 は まず ，
ポ ラ ン テ ィ ァの 人員不足 ， 救援物資の 送 り方の不備にみ られ る よ うなボ ラ ン

テ ィァ活動に対する知識不足 ， 活動資金の不足な どに対 して啓蒙活動を活発 に行い
，

一
般市

民 の ボ ラ ン テ ィ ア活動に対する認識を商め る必要が ある 。

一
方、 大災害の起 こ る頻度 は幸い

な こ とに大 き くない ので ， ボラ ン テ ィ ア活動の経験不足 を補うためには ，
ボ ラ ン テ ィ ア活動

の経験を場所お よび時間 を越 えて蓄積する こ との で きる
， デー タベ ー

ス の 構築が 欠 くべ か ら

ざ る もの だと考えられ る． また
， 災害時には訓練 ， 教育を受けた リーダーの存在が重要な機

能を果たすの で ， 平常時か ら災害ボラ ンテ ィ ア を組織 し ， 訓練、 教育を行っ てお くこ とが重

要で ある ．

艦

　最後に
， 災害の さなかに 調査 に訪れたの に も関わ らず ， 懇切丁寧に調査 に協力 して下 さい

ま した島原市お よび深江町の 皆様に 心か らお礼申し上 げる とと もに
， 雲仙 普賢岳の 1 日も早

い 鎮静を祈 ります．本研究が文部省科学研究費重点領域研究（2）（研究代表者　北浦　勝 、

課題番号04201212）の 補助 によ っ て行 わ れたこ とを記 して 感謝い た します． また ， 本研究を

遂行する にあた り種々 の ご教 示 を賜わ っ た金沢工 業大学　鈴木　有教授に深謝致 します，
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